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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
矩形状の展開用紙を所定のパターンで四角形状に折り畳んで、折り畳み式小冊子を製本す
る折り畳み式小冊子の製本方法であって、矩形状の展開用紙における完成した折り畳み式
小冊子の背表紙に相当する辺部分を中綴辺となし、この中綴辺をのり付けし、その後中綴
辺以外の折り畳み縁部たる他の三辺の辺縁を切断除去することにより、複数の完成ページ
数からなる折り畳み式の小冊子を製本する方法において、
　前記展開用紙として、複数のページ分を事前に除去してある展開用紙を使用するように
したことを特徴とする折り畳み式小冊子の製本方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、展開用紙を所定のパターンで四角形状に折り畳み、中綴辺をのり付けし、そ
の後、中綴辺以外の他の三辺の折り畳み縁部の辺縁を切断除去して小冊子を製本する方法
において、所望の完成ページからなる小冊子を得ることができる折り畳み式小冊子の製本
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、折り畳み式の小冊子を製本する方法として、矩形状の展開用紙を所定のパタ
ーン、具体的には、例えばジグザグ状に四角形状に折り畳んで複数の完成ページからなる
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小冊子を製本する方法がある（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００２－０３６７４９号公報
【０００３】
　ここで、展開用紙を四角形状に折り畳むパターンとしては、ジグザク状に限られること
なく、その他の折り畳みパターンを用いることも可能である。
　このように、展開用紙を所定のパターンで四角形状に折り畳むことにより小冊子を製本
する方法として、矩形状の展開用紙を四角形状に折り畳み、その中綴辺をのり付けし、そ
の後、中綴辺を除いた、その他の三辺の辺縁を断截機で切断除去する方法が知られている
。
【０００４】
　この小冊子の製本方法によれば、矩形状の展開用紙を所定のパターンで四角形状に折り
畳むことで小冊子を製本するため、比較的容易に複数の完成ページからなる小冊子を製本
することが可能であった。
　この小冊子は、最小の完成ページ数が８ページであり、そのページ数を８ページより増
やす場合には、８×ｎ（ｎ：整数）のページ数とすることが可能であった。
　具体的には、小冊子は、８ページ、１６ページ、２４ページ…と、完成ページ数を８ペ
ージづつ増やすことが可能であった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、小冊子のなかには、例えば完成ページ数を、１６ページと、２４ページとの間
の２０ページにしたい場合などがあり、そのケースでは従来の小冊子の製本方法では対応
することはできなかった。
　そこで、小冊子を、注文主の要求に応じて任意の完成ページ数に製本可能となるような
技術の実用化が望まれていた。
【０００６】
　この発明は、小冊子の完成ページ数を任意に選択できるようにした折り畳み式小冊子の
製本方法を提供して、上述した全ての問題点を解消しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の発明は、矩形状の展開用紙を所定のパター
ンで四角形状に折り畳んで、折り畳み式小冊子を製本する折り畳み式小冊子の製本方法で
あって、矩形状の展開用紙における完成した折り畳み式小冊子の背表紙に相当する辺部分
を中綴辺となし、この中綴辺をのり付けし、その後中綴辺以外の折り畳み縁部たる他の三
辺の辺縁を切断除去することにより、複数の完成ページ数からなる折り畳み式の小冊子を
製本する方法において、
　前記展開用紙として、複数のページ分を事前に除去してある展開用紙を使用するように
したことを特徴とする。
【０００８】
　製本に用いる展開用紙から、複数のページ分を事前に除去しておくことで、除去前の展
開用紙で製本した場合の小冊子の完成ページ数よりも、事前除去した分だけ完成ページ数
が少なくなる小冊子を製本することが可能となる。
　これにより、印刷する印刷内容に合わせて、展開用紙から所望のページ分を事前に除去
しておき、これにより小冊子の完成ページ数を任意に選択できるように対応した。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１に係る発明では、製本に用いる展開用紙から、複数のページ分を事前に除去し
ておくことで、印刷する印刷内容に合わせて、小冊子の完成ページ数を任意に選択できる
ようにして、小冊子の用途の拡大を図ることができるという利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１０】
　以下添付図面に基づいて、本発明に係る折り畳み式小冊子の製本方法の一実施の形態を
詳説する。
　図１は本発明に係る製本方法で得た折り畳み式小冊子を示す斜視図、図２～図６は本発
明に係る折り畳み式小冊子の製本方法を説明する図、図７～図８は本発明に係る折り畳み
式小冊子の製本方法の変形例を説明する図である。
【００１１】
　図１に示す折り畳み式小冊子１０は、矩形状の展開用紙１１（図２参照）を所定のパタ
ーンで四角形状に折り畳むとともに、中綴辺１２をのり付けし、中綴辺１２以外のその他
の三辺１３，１４，１５の折り畳み縁部１３ａ，１４ａ，１５ａ（図６参照）の辺縁を断
截機などで切断除去することにより、複数の完成ページ（例えば２０ページ）の各ページ
片１０ａ，１０ｂ，１０ｃ…からなる折り畳み式小冊子を得る。ここで中綴辺１２とは、
矩形状の展開用紙１１における完成した折り畳み式小冊子１０の背表紙に相当する部分の
辺のことを意味している。
　以下、折り畳み式小冊子１０の製本方法を図２～図６に基づいて説明する。
【００１２】
　図２に示すように、折り畳み式小冊子１０を製本するための基本となる展開用紙１１を
用意する。この展開用紙は、２４ページの完成ページからなる小冊子を製本できる矩形状
の用紙（想像線で示したエリアを含む）である。
【００１３】
　用意した展開用紙１１のうち、図２における左上の角部から複数ページ（例えば４ペー
ジ）の除去ページ１１ａを、基本となる展開用紙１１から事前に除去しておく。除去ペー
ジ１１ａを除去した展開用紙２０のことを、以下、所望の展開用紙２０と称する。
　この所望の展開用紙２０に、各ページ辺１０ａ，１０ｂ，１０ｃ・・・に対応する印刷
を施す。
　なお、所望の展開用紙２０内に印刷されている数字は、小冊子１０を製本した際の完成
ページの数を示している。
【００１４】
　次に、中綴辺１２に相当する部位を除いたその他の三辺１３，１４，１５（図１参照）
に相当する部位にミシン目２１を入れ、中綴辺１２に相当する部位には帯状にのりを塗布
しておく。
　なお、所望の展開用紙２０を折り畳んだ際に、隣接する各中綴辺１２同士が重なり合う
が、その重なり合う中綴辺１２にあっては、一方の中綴辺１２側のみにのりを塗布してお
けば十分である。
　以下、中綴辺１２のうち、のりを塗布した箇所（図面中で、網目状に表示した箇所）を
のり付け部２２と称する。
【００１５】
　この状態で、所望の展開用紙２０の第１折り畳み箇所（第１ミシン目）２１Ａを矢印Ａ
の方向に折り畳む。
　すなわち、理解を容易にするために、ミシン目２１のうち、第１ミシン目を２１Ａとし
て説明する。
【００１６】
　折り畳む箇所に第１ミシン目２１Ａを入れることで、折り畳む箇所を確実かつ容易に折
り畳めるようになる。
　さらに、折り畳む箇所に第１ミシン目２１Ａを入れたので、折り畳んだ際に、重なり合
う用紙と用紙との間にたまる空気を第１ミシン目２１Ａの開口を経由して外に逃がすこと
ができ、折り畳み作業を一層容易にしている。
【００１７】
　図３に示すように、第１ミシン目２１で折り畳んだ後、所望の展開用紙２０を第２折り
畳み箇所（第２ミシン目）２１Ｂから矢印Ｂのように折り畳む。第１ミシン目２１Ａと同
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様に、第２ミシン目を２１Ｂとして説明する。
【００１８】
　ここで、完成ページ１０と完成ページ１１との間の中綴部１２を示す箇所はのり付けし
ていない。小冊子１０のページ数が２０枚であるので、完成ページ１０と完成ページ１１
とが小冊子１０の真中に位置するためである。
　このため、完成ページ１０と完成ページ１１との間の中綴部１２をのり付けしないよう
にして、小冊子１０を見開きしやすいようにしている（図５参照）。
【００１９】
　図４に示すように、第２ミシン目２１Ｂ（図３も参照）で折り畳んだ後、所望の展開用
紙２０を第３折り畳み箇所（第３ミシン目）２１Ｃから矢印Ｃのように折り畳む。ここで
は第１ミシン目２１Ａと同様に、第２ミシン目を２１Ｃとして説明する。
【００２０】
　図５に示すように、第３ミシン目２１Ｃで折り畳んだ後、所望の展開用紙２０を第４折
り畳み箇所（中綴辺）１２から矢印Ｄのように折り畳む。
　図３で説明したように、完成ページ１０と完成ページ１１とが小冊子１０の真中のペー
ジに位置するので、完成ページ１０と完成ページ１１との間の中綴部１２にはのり付けを
しないようにしている。
【００２１】
　図６に示すように所望の展開用紙２０を折り畳むことで、のり付け部２２と対面部とが
重なって中綴辺１２がのり付けされる。
　この状態で、中綴辺１２を除いたその他の三辺１３，１４，１５の折り畳み縁部（辺縁
）１３ａ，１４ａ，１５ａを切断除去する。
　これにより、完成ページ数が２０ページの折り畳み式小冊子１０（図１参照）の製本行
程が完了する。
【００２２】
　前記実施の形態では、展開用紙１１のうち、左上の角部から4ページ分の除去ページ１
１ａを除去した例について説明したが、展開用紙１１から事前に除去する箇所は左上の角
部に限定されるものではない。
　その他の例としては、例えば、展開用紙１１のうち、中央部から４ページ分の除去ペー
ジ１１ａを除去しても同様の効果を得ることができる。展開用紙１１に形成する除去ペー
ジ１１ａ，１１ｂは、いずれの位置にあってもよい。
【００２３】
　また、前記実施の形態では、展開用紙１１から４ページ分の除去ページ１１ａを除去し
た例について説明したが、除去するページ数は４ページに限定されるものではない。
　その他の例として、例えば、図７に示すように展開用紙１１のうちから２ページ分の除
去ページ１１ｂを除去して、この展開用紙３０を用いても同様の効果を得ることができる
。
【００２４】
　展開用紙１１のうちから２ページ分の除去ページ１１ｂを除去した場合は、小冊子１０
の完成ページ数は２０ページとなる。
　展開用紙１１のうちから２ページ分の除去ページ１１ｂを除去する場合にあっても、展
開用紙１１のうち、任意の箇所から除去することが可能である。
【００２５】
　このように、製本に用いる展開用紙１１から複数のページ分の除去ページを除去するこ
とで、通常の展開用紙１１で製本した小冊子１０の完成ページ数よりも、完成ページ数が
少ない小冊子１０を製本することができる。
　これにより、小冊子１０に印刷する印刷内容に合わせて、小冊子１０の完成ページ数を
任意に選択できるようになる。
【００２６】
　具体的には、通常の展開用紙１１を折り畳むことで小冊子１０を製本した場合には、そ



(5) JP 4283742 B2 2009.6.24

10

20

30

の完成ページ数は、８の整数倍、すなわち８ページ、１６ページ、２４ページ…と８ペー
ジおきにページ数を増加させることしかできない。
【００２７】
　しかしながら、展開用紙１１から複数のページ分に相当する除去ページ１１ａ，１１ｂ
を除去しておくことで、小冊子１０の完成ページ数を、例えば２０ページにすることや、
１８ページにすることが可能になる。
　すなわち、小冊子１０の完成ページ数を、８ページ、１０ページ、１２ページ、１４ペ
ージ、１６ページ、１８ページ、２０ページ、２２ページ、２４ページ…と２ページおき
に増加させることも可能となる。
【００２８】
　また、前記実施の形態では、所望の展開用紙２０を一端から他端に向けて巻き付けるよ
うに折り畳む例について説明したが、図８に示すように、所望の展開用紙２０を屏風のよ
うに、ジグザグ状に折り畳んでも同様の効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明に係る製本方法で得た折り畳み式小冊子を示す斜視図である。
【図２】本発明に係る折り畳み式小冊子の製本方法に用いる展開用紙を説明する第１説明
図である。
【図３】本発明に係る折り畳み式小冊子の製本方法を説明する第２説明図である。
【図４】本発明に係る折り畳み式小冊子の製本方法を説明する第３説明図である。
【図５】本発明に係る折り畳み式小冊子の製本方法を説明する第４説明図である。
【図６】本発明に係る折り畳み式小冊子の製本方法を説明する第５説明図である。
【図７】本発明に係る折り畳み式小冊子の製本方法の変形例を説明する図である。
【図８】本発明に係る折り畳み式小冊子の製本方法のもう一つの変形例を説明する図であ
る。
【符号の説明】
【００３０】
　１０…折り畳み式小冊子
　１１…展開用紙
　２０，３０…所望の展開用紙
　１２…中綴辺
　１３，１４，１５…その他の三辺
　１０ａ，１０ｂ，１０ｃ…各ページ辺
１１ａ，１１ｂ…除去ページ
１３ａ，１４ａ，１５ａ…三辺の折り畳み縁部（辺縁）
　２１…ミシン目
２１Ａ，２１Ｂ，２１Ｃ…第１、第２、第３ミシン目
２２…のり付け部
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